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新年のご挨拶
　新年明けましておめでとうございます。皆様におかれましてはつつがなく新しい
年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年は御忙しい中、皆様方にアンケート調査を御協力頂きまして誠に有難うござ
いました。現在、集計中ですが、皆様方の要望に応えられるように検討していく予
定です。後日、ご報告させて頂きます。
　先般、ある機会に恵まれて尾道地区の地域連携を視察させて頂きました。そこで
痛感したのは、皆さんご存知と思いますが、外来受診時から既に退院支援を開始し
ていく徹底した制度に加え、長きにわたる良好な医療施設間連携でした。これを参

考にして、呉地域に見合った制度を築き上げていきたいと思っています。
　また昨年から呉地区でも地域医療構想案作りが始まっていますが、実際、病床機能の区別や、その
配置調整について問題が多いと思います。当院は高度急性期と急性期病床を中心に運営していきま
す。そして2025年の超高齢化社会に向けて、徐々に地域の慢性期病床施設ならびに診療所と連携し、
当院との強固なグループ形成を築いていくことが重要だと思っています。
　今年も一層の御指導と御協力を宜しくお願いします。

地域医療連携部長
中野　喜久雄

　明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましてはご清祥のこととお喜び申し上げます。
　医療の高度化、高齢化、救急診療の空洞化、診療報酬の問題など、医療機関を取
り囲む状況はますます厳しくなってきております。特に急激に高齢化が進む呉地域
において、地域連携はますます重要性を増しているものと思われます。
　地域に合った患者支援制度の構築が急務であり、そのためには皆様との強固な
パートナーシップ形成が重要と考えます。
　本年も御協力のほど、宜しくお願い申し上げます。
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救急外来へのご紹介について
　救急車で搬送する患者さんのご紹介は、救命救急センター医師が症状等を直接お伺いさせていただ
きますので、「救急外来受付」まで電話でご連絡いただきますようお願い申し上げます。

平 日 昼 間　　８：30～17：15　　　０８２３－２２－３１１１　
土・日および夜間　　17：15～８：30　　　０８２３－２３－１０２０　

がんサロンのご案内
日　時：１月８日（金）
　　　　14：00～15：00
場　所：第３研修室　

内　容：「感染予防」
講　師：感染管理認定看護師　金子　幸代

乳がんサロンのご案内
日　時：１月19日（火）
　　　　14：00～15：00
場　所：第３研修室

内　容：「アピアランスケア」
講　師：（株）マーシュフィールド

消化器合同オープンカンファレンス

呉医療センター・研修センター１．２場　　所

演　　題 「肝・胆・膵及び上部下部消化管を対象疾患とし、
� 画像診断から手術・病理診断まで担当各科で検討」

日　　時 平成28年 19：00～１月13日（水）

内科オープンカンファレンス

呉医療センター・研修センター１．２場　　所

日　　時 平成28年 　　　１月28日（木）

医長講義
� 症例１：内分泌・糖尿内科医師　　小早川　真未
� 症例２：腎 臓 内 科 医 師　　ト部　麻子　

内分泌・糖尿内科科長　　亀井　望



PETだより（№７）
　今回はPETと同時に再開したRI（SPECT）の中のダットスキャン（DAT scan）についてお話しし
ます。
・ダットスキャンは今回新たに開始した検査です。
・ダットスキャンはパーキンソン症候群やレビー小体型認知症（DLB）の診断に有用な検査です。
・ダットスキャンは黒質線条体ドパミン神経の脱落の有無が判定出来ます。
・その診断精度は94～100%、特異度も90～93%と高い診断能を有しています。
・欧米では10年以上前から行われ、その有用性や高い安全性が確認されています。
・本邦では2013年に薬剤の使用および検査が認可されました。

予約は当院の地域連携室を通してお願い致します。
� 放射線診断科科長　豊田　尚之

図説明
図１

正常例（白黒、カ
ラー写真）。50
代男性。両側の
線条体（尾状核
+被殻）への集
積は良好（→）。

図２
パーキンソン病、
50代男性。両側
線条体（→）への
集積はほとんど
みられない。



 



 



2015年4⽉1⽇「⼈を対象とする医学系研究に関する倫理指針」
（以下、統合指針）が施⾏された。今回の統合指針で最も重要な
変更点は「研究の質」に関する規定が⼤幅に追加されたことであ
る。その中でも、研究者にとって最も影響の変更点は、モニタリ
ングと必要に応じた監査の実施が規定されたことであろう。単施
設であっても「侵襲（軽微な侵襲を除く）を伴う介⼊研究」の場
合には最低、モニタリングの実施が必要となる。しかし、統合指
針にはガイダンスを含め、具体的にどのようにモニタリングや監
査を⾏えばよいのかは書かれていない。この分野では指導的⽴場
でありJCOG運営事務局⻑としてご活躍の中村先⽣にモニタリン
グと監査の体制整備についてお話しいただく。

連絡先 〒737-0023 呉市青山町3番1号
国立病院機構呉医療センター・中国がんセンター 管理課
TEL（0823）22－3111 ホームページ：http://www.kure-nh.go.jp/

国立病院機構 呉医療センター・中国がんセンター

地域医療研修センター臨床研究セミナー

座⻑ 呉医療センター・中国がんセンター
臨床研究部⻑・呼吸器外科科⻑
⼭下 芳典

講師 国⽴がん研究センター中央病院 臨床研究⽀援責任者
臨床研究⽀援室⻑/ 研究⽀援センター 多施設研究
⽀援室⻑/ JCOG運営事務局⻑
中村 健⼀ 先⽣

⽇時 2016年 2⽉ 2⽇（⽕） 19:00〜
場所 呉医療センター・中国がんセンター

管理棟4F 地域医療研修センター１・２
＊臨床試験に関与するスタッフは、ご参加ください。
＊参加された⽅には、臨床研究セミナー受講証を発⾏します。



呉
講
演
会

《 日 時 》 2016年

1月29日（金）19：00～20：00
《 会 場 》 呉医療センター・中国がんセンター

外来管理棟4階 地域医療連携研修センター

《 製品紹介 》 18：50～19：00
プロトンポンプ阻害剤 『パリエット』 最近の話題 エーザイ株式会社

《 講 演 》 座長 呉医療センター・中国がんセンター

消化器内科内視鏡センター長 桑井 寿雄

『大腸腫瘍内視鏡
診療の最前線』

広島大学大学院 医歯薬保健学研究科 内視鏡医学

教授 田中 信治 先生

問合せ 〒737-0023 呉市青山町3番1号 TEL0823-22-3111
独立行政法人国立病院機構 呉医療センター・中国がんセンター 消化器内科 クラーク 松本

＊当講演会は、院内外を問わず、医療関係者全ての方を対象とさせていただいております。お気軽にご参加ください。

共催 呉医療センター・中国がんセンター、エーザイ株式会社
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